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防煙区画の貫通配管類のすき間充てん処理について 
 
「防煙区画」を構成する「防煙壁」については、建築基準法令 126 条の 2 第 1 項により 

  「不燃材料で造り、又はおおわれたもの。」と規定されています。 
ここで、防煙区画を貫通する配管の隙間に充てんする際の規定はありませんが、上記にあるよ

うに、防煙区画自体は、不燃材料にて造ることとされており、弊社といたしましては、安全性を

重視して防煙区画部は全て不燃材料を使用すべきと考えております。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
また、天井面などの不燃材料にて造ることとされている部位や防煙区画がスラブ下まで達して

いる部位（上図斜線部。令 114 条区画が適用される場合は、防火区画貫通措置材での処理が必要

となります。）の隙間埋めも不燃材料を使用するべきです。 
これらの不燃材料を必要とされる隙間埋め材として、国土交通大臣 不燃材料認定品の「耐火パ

テ不燃タイプ（IPF）」をご使用ください。 
   
 

以上 

防煙区画がスラブ

下まで達している

場合 
排気設備（不燃材料) 天井（不燃材料） 

①防煙間仕切り壁 

（不燃材料） 

②防煙垂れ壁 

（不燃材料） 
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